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言受偶請市場「司胤且そ〕優噌蝉強襲強鍋孵優幡
日本防災設備協同組合の平成25年新年賀詞交歓会は、 1月 17日、文京区湯島「ホテル東

京ガーデンパレス」に於いて80余名が参加、盛大に開催された。大塚専務理事の司会で、

藤岡副理事長の開会の辞に続き、永丼理事長が年頭の挨拶を述べた。

多数の来賓の中から、代表者に祝辞を戴き、広江副理事長の乾杯の音頭で祝宴に入つた。

ビオラ演奏、ビンゴゲームもあり、歓談のひと時がもたれた。中締めとして中山監事の謝

辞で盛会のうちに散会しました。

理事長 永丼 龍馬

日頃より日防協の活動にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

世間では、政権が替わり期待感からか市場や為替に好影響を与えているよう

ですが過去の経験から政治任せ、他人任せにしてばかりもいられない懸念もあ

り我々防災業界も当組合も今後の国の政策や景気の動向を見ながら各個で或い

は一丸となって歩を進めなくてはならないのでしょう。

昨年は、私の不慣れ、準備不足などから組合各行事が lヵ 月遅れとなってし

まったり、改革が滞ったり、新規事業が行えなかったりと反省点ばかりが日に

付く年でした。今年は、商品価格の一部見直しも視野に入れ共同購買事業を積

極的に推進し、皆様にもつと利用して頂けるようにと考えております。

又、当組合は、来年で50周年を迎えます、これについても記念事業等の計

画も進めています。

差し当つて私個人としましては、景気の実態調査という名日で夜の街をふら

ふらと歩いてみようと思います。『景気の気は気分の気』・・・

何はともあれ、ご列席各位のご健勝、各企業、各団体の益々のご繁栄を祈念

申し上げます。本年も当組合 。日本防災設備協同組合を宜しくお願いします
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只今ご紹介いただきました、本郷消防署の

今関と申します。

皆様、新年明けましておめでとうございま

す。

平成 25年の新春を迎え、日本防災設備協

同組合の会員皆様のご健勝を心からお祝い申

しあげます。また、平素から消防行政の運営

につきまして、ご理解、ご協力を賜り、心か

ら感謝申し上げます。

さて、昨年を振り返りますと、東京消防庁

管内では特筆するような大きな災害は発生し

ませんでしたが、 5月 に広島県福山市で発生

したホテルの火災では、 10名 の死傷者が発

生、 9月 には兵庫県姫路市で発生した危険物

製造所における爆発火災で、 37名 の死傷者

が発生するなどの災害がありました。

一方、消防行政をみますと、最近における

火災の実態等に鑑み、高層建築物等で管理権

原が分かれている防火対象物における防火管

理体制の拡充等を目的に、昨年 6月 に消防法

の一部が改正されました。

このうち、雑居ビル等においては統括防火

・防災管理者の選任義務付け等が規定化され、

平成 26年 4月 が施行となっておりますので、

今後、指導を推進してまいります。

また、大規模、高層建築物に対する階段等

晰」蛋ξぶ瞥Ψ貫

の非常用照明装置の予備電源容量の長時間化

につきまして、昨年 12月 に消防法施行規則

の改正が施行され、経過措置期限が平成 26

年 11月 30日 で終了いたしますので、現在、

期限内設備改修を目指し積極的に指導を行っ

ています。

最後に、本年は、 10月 に東京都主催の危

機管理産業展と同時に開催する東京国際消防

防火展 2013の開催を予定しております。

東日本大震災を教訓とした各種災害リスクを

周知し、都民等の防火防災意識及び行動力を

向上させるなどを目的に開催しますので、皆

様のご来場及び関連イベント等へのご参加を

ぜひお願いいたします。

本年も、皆様の安心 。安全の確保を目指し

て効果的な消防行政を推進してまいりますの

で、引き続きご支援ご協力をお願いいたしま

l 。

結びに、貴組合の益々のご発展と、会員の

皆様のご多幸とご活躍を祈念いたしまして、

ご挨拶とさせていただきます。本日は、あり

がとうございました。



法人全国消防機器協会

会長 口上 征

平成25年の輝かしい新春を迎え、諄んで新

年のお慶びを申し上げます。

日本防災設備協同組合の皆様には、平素よ

り当機器協会の業務運営に格別のご高配を賜

り厚くお礼を申し上げます。

新しい年を迎え当機器協会傘下の各団体は、

心を新たにして信頼される消防用設備機器の

開発・改良、そして普及に手取り組み防災業

界の繁栄と消防防災体制の強化に力を注いで

参る所存でございます。

本年は昨年に行われました消防法の一部を

改正する法律、消防法施行令の一部を改正す

る政令等により、高層建築物等における防火

管理体制の拡充と検定に合格していない消防

機器等に係る回収命令制度の創設をはじめ、

検定・自主表示制度の充実が行われておりま

す。

特に、当機器協会の会員団体、企業等の業

務に関係します検定制度、自主表示制度の見

直しにつきましては、本年四月一日に施行さ

れることとなつております。

これらを踏まえまして、当機器協会と致し

ましては消防庁を始め、消防関係機関のご指

導ご支援のもと、会員団体、企業等に対しま
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新年あけましておめでとうございます。只

今ご紹介いただきました東京都中小企業団体

中央会総務課の鈴木と申します。本日は賀詞

交換会にお招き頂き誠にありがとうございま

す。また、本会の事業において多大なるご支

援、ご協力を賜り誠にありがとうございます。

この場をお借りして厚くお礼申し上げます。

昨年を顧みると、わが国経済は空前の超円

高の進行と国内産業の空洞化における懸念、

長引くデフレと消費の低迷、電力供給不安に

よる生産活動への影響などを受け、中小企業

にとつて極めて厳しい状況のまま新年を迎え

ました。

こうした中、昨年12月 に総選挙により新政

権が発足しました。わが国経済の活力の源泉

である中小企業が、一刻も早くこの危機的な

状況を脱するため、大胆かつ実効性のある景

気対策を最優先で実行するよう強く期待いた

します。

拡大を図る「組合間連携J、 組合・グループ

の経営改善計画策定と計画実現化を支援する

「グループ戦略策定・展開支援事業」、都内

ものづくり産業の技術開発を支援する「受注

型中小製造業競争力強化支援事業」、中小企

業の環境経営による経費節減 。経営効率化を

図る「エコアクション21」 などが挙げられま

す。今年も引きつづき、これらの支援事業を

はじめ、組合及び組合員の支援を行つて参り

ますので、是非ともご活用頂ければ幸いです。

さて、話しは変わりまして、今年の9月 に

は2020年のオリンピック・パラリンピック開

催都市が決定されることから、「今、ニッポン

にはこの夢の力が必要だ。Jのキャッチフレ

ーズのもと、東京開催を目指す東京都の招致

活動に対して本会も全面的に協力してまいり

ますので、さらなるご支援をお願いいたしま

す。

結びに、今年が日本防災設備協同組合の皆

一方、本会では組合支援機関として組合設

立の促進や既存組合の活性化などに努めると

とt)に、会員組合の皆様に対して組合支援事

業を展開しております。―例ですが、組合や

中小企業のビジネスチャンスの創出や事業の|

||||1戯





平成盆5年 東京消 防 幽初 式
東京消防出初式は、1月 6日、江東区有明「東京ビックサイトJにおいて開催された。
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名 称

日本防災設備協同組合

趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (1日建設省)の認 白∫を得た事業協同

組合です。組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、

もって組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目

的としています。(組合定款第1条 )

地 区

現在加入組合員の地区は、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・

山梨県・長野県・新潟県・静岡県・愛知県・岐阜県・岡山県・宮城県・大阪府及び北海道の

区域です。(組合定款第3条 )

事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究。開発、

教育・講習、情報提供、親睦・レクリエーション・福利厚生等の事業を行つている。(組合定

款第7条 )

組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。

加入申請等

(1)提出書類 力日入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1日 、1万円)3口 以上。加人手数料 1万円

(3)申請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知し

ます。なお、組合員になった場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月

ごとに糸内入して頂くことになります。

募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び 「組合員のしおり」を希望する方は、事

務局へご連絡ください。

沿 革

・所在地  東京都文京区本郷一丁目15番 6号 MKビル2階

事務局  電話 (03)3813 9650 FAX(03)38139460
E―mail nichiboukyoul@io ocn ne jp  URL http://nichibou main jp/

・設立年月日 昭和38年 10月 31日
・認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣
・組織 (現在)関 東を中心とした17都道府県・組合員130社 事務局 専従職員5人
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目圏圏鱚躊隋絣■1教1育 事 1業■1哄蒻蝠圏圏国目
組合員の事業展開をする上で必要とする技術者養成、スキルアップのために

関係各位のご協力を得て次の教育事業 (講習会・出版)を行っています。
平成24年 10月 19日 (金)消防設備士乙種6類 (消火器)受験準備講習会

11月 20日 (火)消防設備士甲種3類 (ガス消火設備)受験準備講習会
12月 5日 (水)防排煙設備事務講習会
*テキスト「防排煙設備事務必携 IJ(日 本防災設備協同組合発行)

本年度は、当組合では

下記の各位が11月 9日 (金 )

東京消防庁予防部長から

火災予防関連業務に寄与

したとのことで感謝状を

受賞しました。

一電機株式会社

代表取締役 ■荒 木 進 様

大不□防災設備株式会社

代表取締役・坂本典彦様

組合員各社合同で、社員の福利厚生の一環

として次のイベン トを実施 しています。

平成24年

10月 18日 (木)ク ルージング・懇親会
11月 14日 (水 )ゴルフコンペ
12月 20日 (木)忘年ボウリング大会・懇親会
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ホ“チキ擦●●費簗●椰システム、編彙システム,トンネル磁鐵システム.ネットワータシステ
なJ― m・

―
・●「/コンレ イング′エンジニアリング・-0メ ンテナン

洒彙システム   トンネル働饉システム  ネットワークシステム

火災颯知・消火 トンネル購災・ネットワーク・出入
=燿
など薔薔システムの書遺.籠秦.驚工、像守

連絡送水管 耐圧性能点検やります
業界随一の実績と品質を誇るプロサスだからこそ出来る

《トータルサービスの内容〉

耐圧性能試験 /点検票の作成/不良時の原因調査

オブションサービス
事前調査/空気圧予備試興 乾式のみ)/放水試験/不良箇
所の改修、修理/ホースの耐圧性能試験 /点検現場写真

平成19年7月 現/1で既に30∞件を超す点検実績

《お問い合わせはこちら》

■・ 株式会社プロ

'ス

担当 :桜丼・萩原

〒1620041 東京都新宿区早稲田鶴巻町557番地 |‐ / SetSuЫ @prllsus cllJp
re1 03-5272-9994      Fax 03-5272-9797 1 塵虫 htp:〃 Vrw、 v prOsus coip

修理・調整 0交換工事
排煙回、排煙窓、防火ダンパー

設備点検 特殊建築物調査
厨房ダクト・フード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン
東京都文京区後楽2…2‐ 10
容 03¨5689-3551
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安全の未来を《形》にする能美防災

こ
都市生活と同じように、休むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で快適な毎日の生活のためのネットワー

ク システムを実現します。

倉ヒ美 防 災 株式会社 国□国回園 D
社/〒 102-8277東京都千代田区九段南473
TEL(03)3265‐ 021l F∧ X(03)3263‐ 4948

◎消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー

「団体賠償責任補償制度」
(請負業者賠償責任保険+生層

◎役員・従業員のおケガを24時犀

「 団 体 傷 害 保 険 」

(普通傷害保険)

上記に関するお問い合せは、組合事務局または下記の取扱い代理店へこ連絡ください。

[取扱代理店]株式会社 サンリビング   [弓 受保険会社]三井住友海上火災保険株式会社
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町1-5‐6 〒101‐8011 東京都千代田区神田駿河台3-11-1
第10中央ビル三洋化成工業 (株 )内 TEL03-3259-3990/FAX 03-3291-4684

T E L03-3241-1761/FAX 03-3241-1930

古いのれんが新しい商品をお届けします。/
〃
協
顔
距

電設資材の総合設備商社
東京都中央区東日本橋2丁目26番 3号 (〒 1030004)

TEL 03{3862)1111(大 代表)FAX03138641檜 %.03(3855神四ミ ツ フ 電機株式会社
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陶蒻鱚鯰趙 長飩露珈国
現場に即した観点から構成した、現場の即戦力となる.実務書完成

今までにない.わかりやすさで 豊富なカラー写真 図解 表を用い.|
防災設備の中でも 建築基準法に基づく 防排煙設備の全体像を1明かし‐

シリ■ズIでは 特に防火ダンパ■・排煙関連の詳細を解説してしヽま―す

IΦ
I

鯵

,~~  ~…
………~~――――――…̂―――‐――………――……………………… ―́――‐一

澤

: これまで理論等に重,点をおいた解説書はでていますが、本書のような :

1実際の部材に基づくもの或いは設置現場からの観,はでの解説書は、  |
類を見ません。

部材によつては、細部まで説明し、又温度ヒューズや手動開放装置

並びに保護板については |∫能な限り網羅して、資料として活用できる

よう配慮しています。

編集 :日本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会
発行 :日本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650    http://nichibou.main.Jp

定価 :4,000円 +税
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